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研究成果概要 
 平成 25 年度までに、中国チベット自治区羊八井宇宙線観測所に雷雲到来時の大気電界

測定器として Boltek 社のフィールドミル電界計と、落雷検出器として同社の Storm 
Tracker を設置して定常観測を行っている。平成 25 年度の宇宙線国際会議では、雷雲に

伴う大気電界の強度変化と空気シャワー観測装置の粒子線検出器の 1 粒子トリガーレー

トの間に強い相関があることを報告し、雷雲通過時に雷雲からの電子もしくはガンマ線

が放射されていると推測した。 
 平成 26 年度は、雷雲ガンマ線を直接捉え、そのエネルギースペクトルを求めるために、

NaI（Tl）、CsI(Tl)および BGO シンチレーターを組み合わせたワイドバンド・ガンマ線

検出装置の R&D を行った。図 1 で示した検出器により、70keV−120MeVのガンマ線を

観測できることを確認しており、今後は国内高地（乗鞍観測所など）でのテスト観測を

行い、その結果を元にチベット高原用に完成させる予定である。 
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図１：ワイドバン

ド・ガンマ線検出装

置。上部をプラステ

ィックシンチレータ

ーのアンチカウンタ

ー、側面と底部は鉛

により遮蔽し、上部

からのガンマ線のみ

を選択的に検出する

デザインとした。 


